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研究成果の概要（和文）：北伊ロンバルディア地方のサッビオネータ公爵ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロ
ンナはスペイン王フェリペ二世、神聖ローマ皇帝の傭兵隊長として実績を築き、優れた外交手腕、軍事建築の技
能、芸術文化の庇護者として名声を馳せた人物である。本研究は16世紀後半から17世紀にかけてスペインが教皇
領、ヴェネツィアなど一部地域を除くイタリア半島のヘゲモニーを握った時代、スペイン宮廷美術がイタリア諸
都市国家の芸術施策、とりわけ君主像に及ぼした影響をヴェスパシアーノの君主像を取上げて検討した。その際
ハプスブルク家の広域的な芸術ネットワークに留意して同時代史料読解を行い、様式、意味内容、パトロネージ
の特質を明かにした。

研究成果の概要（英文）：Vespasiano Gonzaga Colonna, the first Duke of Sabbioneta in Lombardy of the 
North Italy, was a man of great capacity as a condottiero of the King of Spain Philip II and the 
Holy Roman Emperors, a diplomat, a military architect and a distinguished patron of arts-sciences. 
This study, taking up the portraits of the Vespasiano, examined how the Spanish court-arts had 
influenced on the art politics of the Italian city-states, especially on the Italian load images 
from the second half of the 16th century to the 17th century when the Spanish Empire has established
 the hegemony in Italian Peninsula except some regions like the Papal State and the Republic of 
Venice. Going through the contemporary chronicles in view of the broad network structured by the 
House of Habsburg, I brought out the characteristics of the style of works, the meanings and the 
patronage.

研究分野：美術史

キーワード： ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナ　肖像　サッビオネータ　ゴンザーガ家　スペイン・ハプス
ブルク家　フェリペ二世　アントニス・モル　レオーネ・レオーニ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
イタリア戦争(1494-1559)を背景にハプス
ブルク家が半島における覇権を樹立した時
代、イタリア諸都市国家が外交戦術として利
用した芸術作品、とりわけ宮殿内の壁画装飾
や巡行・入市式の祝祭文化について、本研究
代表者はこれまで北イタリアを代表するル
ネサンス宮廷都市マントヴァのゴンザーガ
家の文化事業を中心に研究してきた。 
その過程で 1980 年代より、16 世紀前半の
神聖ローマ皇帝カール五世の時代における
半島とハプスブルク家の文化的影響につい
ては、絵画彫刻、祝祭、蒐集趣味、驚異の部
屋（ヴンダーカマー）研究等を通じて進展し
ていたのに対し、16 世紀後半のハプスブルク
家がスペイン王家とオーストリア皇帝家に
分かれた後の関係性、とりわけカール五世の
息子でミラノおよびナポリ王国の支配を継
承したスペイン王フェリペ二世の宮廷文化
とイタリア諸都市との美術面における影響
関係については掘り下げた議論のないまま
等閑にされていた状況が浮彫となった。これ
はハプスブルク宮廷文化のみならず、16世紀
後半のイタリア美術史研究においても無視
しえない欠落であり、そこから本研究を構想
するに至った。 
 
２．研究の目的 
(1) 今回は研究代表者がすでに研究蓄積を
もつゴンザーガ家宮廷の中から、14 歳からス
ペイン王フェリペ二世の名誉近習としてハ
プスブルク宮廷に仕え始め、理想都市サッビ
オネータの建設者としても知られる傍系貴
族ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナ
（1531-91）の美術事業を本課題における好
例として取上げる。具体的には絵画・彫刻作
品におけるヴェスパシアーノの君主像の様
式分析、パトロネージの特徴を、当時のスペ
イン・ハプスブルク家、フェリペ二世および
有力家臣たちの美術事業および広域的な彼
らの芸術ネットワークとの関連から検討し、
その影響関係について考察を行う。 
 
(2) 文献史料に関しては、1831 年にオースト
リア政府の判断のもとマントヴァ古文書館
に移されていたサッビオネータの史料が処
分された経緯から、ヴェスパシアーノの時代
を含むサッビオネータの歴史文化に関する
一次史料が著しく欠損した状況であったた
め、同時代の年代記作者 A・リスカ（1592）、
G・ファロルディ（1592 年頃）がヴェスパシ
アーノの死後間もなく出版した公爵の伝記、
当時サッビオネータの宮廷官僚を務めたニ
ッコロ・デ・ドンディの日記（1580-1600）、
17 世紀のマントヴァ出身の歴史家 F・アマデ
イの年代記（再版 1956）、18 世紀にパルマの
パラティーナ図書館長代理を務めた歴史
家・修道士 I・アッフォ（1780）編纂のヴェ
スパシアーノの伝記を主たる文献学的典拠
とし、史料批判を加えつつヴェスパシアーノ

を取り巻く時代状況について調査を進める。 
 
３．研究の方法 
(1) 同時代史料と最近の研究成果の双方の
資料収集に関しては、マントヴァ市立テレジ
アーナ図書館、同市国立古文書館、ブライデ
ンセ図書館、フィレンツェのドイツ研究所、
同市国立中央図書館、ヘルツィアーナ図書館、
プラド美術館付属図書館、スペイン国立図書
館で中心に行い、資料精読を通じて当時のサ
ッビオネータおよびヴェスパシアーノを取
り巻くイタリアおよびスペインが抱えた政
治宗教状況、芸術家や文化人との信仰関係、
隣国パルマやグアスタッラとの文化的影響
関係、さらにスペイン宮廷での奉仕を通じて
親密な関係を築いたアルバ公爵や後の神聖
ローマ皇帝ルドルフ二世のパトロネージの
影響などを調査し、ヴェスパシアーノの君主
像の制作がどのように進められたのか検討
する。 
 
(2) 図版資料の収集に関しては、コモ市立美
術館、サッビオネータ教区サムエーレ・リー
ヴァ司祭（聖母戴冠聖堂の管理者）、サッビ
オネータ観光協会、マントヴァ・クレモナ・
ブレーシャ県文化財監督局、インスブルック
のアンブラス城、ウィーン美術史美術館に撮
影許可を申請し、科研費で購入したカメラを
用いて写真撮影・画像資料整理を行う。プラ
ド美術館とエル・エスコリアル修道院に関し
ては撮影許可が下りないため（図像使用許可
権をイメージ・バンクに依頼して購入は可
能）、代わりにプラド美術館付属図書館にあ
る図像データで細部を確認する。 
 
(3) ヴェスパシアーノの肖像のうち、彼が依
頼したと推定されている作品は現在6点 (油
絵 2 点［オリジナル作品とその模写］、ブロ
ンズ製の全身座像 1点、大理石製の胸像 1点、
木彫騎馬像 1点、彩色漆喰浮彫 1点) 存在す
る。今回分析を試みるのは以下の3点である。
①1 点目は現在、コモ市立美術館所蔵されて
いるアントニス・モル作《甲冑姿のヴェスパ
シアーノ・ゴンザーガ・コロンナ》(1559 頃)
である。制作者のアントニス・モルは 16 世
紀のハプスブルク宮廷の肖像画を牽引した
人物の一人であり、スペイン王の他、皇帝マ
クシミリアン二世、英国女王メアリー１世、
オレンジ公ウィリアム１世等の肖像画も手
掛け、当時の絶対君主像のいわばスタンダー
ドを創り出した人物である。この著名な肖像
画家にヴェスパシアーノがどのような君主
像を期待して依頼したのか他作品との比較
から検証する。②2 点目は、サッビオネータ
のドゥカーレ宮殿内に設けられた肖像ギャ
ラリー「祖先の回廊」である。サッビオネー
タ出身の工人アルベルト・カヴァッリが制作
したと推定される、ヴェスパシアーノを含む
歴代ゴンザーガ家当主を表した壁面の漆喰
肖像レリーフについて、同時代のとりわけフ



ェリペ二世の肖像ギャラリーとの比較検討
を行う。③3 点目は、現在サッビオネータの
聖母戴冠聖堂内ヴェスパシアーノの霊廟上
にあるレオーネ・レオーニ作ヴェスパシアー
ノのブロンズ彫像である。レオーネ・レオー
ニはカール五世、フェリペ二世の二代に渡り
ハプスブルク家で重用された肖像彫刻家、金
属工芸家であり、ハプスブルク家の帝国主題
を喧伝した作家であり、様式分析、図像学的
考察、意味機能についてスペイン宮廷の肖像
文化との比較という視点から考察する。 
 
４．研究成果 
(1) まず、アントニス・モルが描いたヴェス
パシアーノの肖像画（油彩板絵）については、
作図を施して具体的に構図上の特徴を洗い
出し、1550～60 年代にかけてモルが手掛けた
ハプスブルク家一族および同家家臣の宮廷
肖像画についても同作業を行い、それらの基
本構造が一致した点を確認した。 
具体的には、像主を画面中央に据え、右向
きの四分の三肖像、太腿から上を描いた六部
身像の形式で、背景は黒一色、上下を結ぶ中
心軸線上に片方の目と胴体軸を配置する。上
下四分割した画面の上四分の一に頭部、上四
分の三に上半身、画面下四分の一分に像主の
アトリビュートが収められ、中心軸の頂点か
ら肩、肘のラインに沿って二等辺三角形の構
図をとる。幾何学的枠内に身体を収める堅固
なこの肖像形式は、モルがハプスブルク家の
宮廷肖像画家として引き立てられる 1549 年
頃から、スペイン宮廷を去る 1560 年代初頭
までの貴顕肖像画に繰り返し用いたいわば
プロトタイプであることがわかった。また今
回の調査で、これが 1520 年代よりティツィ
アーノが肖像画に採用した六部身像・四分の
三肖像の形式に影響を受けてモルが完成さ
せたさせたものであり、ティツィアーノ作マ
ントヴァの初代公爵《フェデリーコ・ゴンザ
ーガ二世》（プラド美術館）が構図的参照源
である可能性も指摘した。 
さらにフランドル画派特有の細密な筆致、
迫真的な顔の写実表現、簡潔な構図を得意と
したモルの様式は、スペイン王フェリペ二世
にとりわけ気に入られ、17世紀に黄金時代を
迎えるスペイン宮廷肖像画の出発点をなし
た点も確認した。イタリアとスペイン宮廷の
美術的影響、芸術生産の視点からもスペイン
宮廷の芸術嗜好については掘り下げていく
べきテーマであり、これについては新たな課
題を設定して研究を継続したいと考えてい
る。 
 
(2) サッビオネータのパラッツォ・ドゥカー
レにヴェスパシアーノが設けた「祖先の回
廊」Galleria degli Antenati にはゴンザー
ガ家の人物を表した漆喰レリーフによる胸
像がぐるりと四壁面すべてを取り巻くよう
に配置されている。ゴンザーガ家の始祖であ
るルイジ・ゴンザーガからヴェスパシアーノ

の嫡子ルイジの代まで計 21 体、君主及びそ
の正妻の肖像がペアとなって時計回りに並
び、マントヴァの本家からサッビオネータの
傍系まで辿る一族の歴史を示す展示形式を
とっている。16 世紀後半から 18 世紀にかけ
て西欧宮廷で高まった一族の肖像の蒐集熱
とそれを展示するギャラリーの誕生は、ハプ
スブルク家出身の著名なコレクター、チロル
公フェルディナンド二世がインスブルック
郊外のアンブラス城に蒐集した凡そ 1000 枚
もの一族の肖像画、1591 年より一部一般開放
されたウッフィーツィ美術館のメディチ家
肖像コレクションなどはその代表的事例で
あり、サッビオネータの作例も同様の宮廷文
化傾向に倣ったものといえる。 
また直接的影響源と指摘できるゴンザー
ガ家一族の肖像コレクションを蒐集したグ
アスタッラ公爵チェーザレ・ゴンザーガの書
斎や、フェリペ二世がマドリード近郊のエ
ル・パルド宮殿に設けた肖像ギャラリーとの
比較検討からも考察を進めた。さらに天井画
の太陽神の図像や部屋の東西南北の方向性
にヴェスパシアーノの知的関心事の一つで
ある天体運行との相関性が示されていたこ
とを指摘し、ここでは太陽の永遠的生命にあ
やかり、ゴンザーガ家一族の永続支配を祈念
したものと読み解いた。 
 
(3) 最後のレオーネ・レオーニ作ヴェスパシ
アーノのブロンズ像は、ニッコロ・デ・ドン
ディの日記から、当初は同市のドゥカーレ宮
殿前に置かれ、ヴェスパシアーノの遺言に基
づき、公爵の死後、その霊廟に移されたこと
が知られている作品である。従来の研究から
図像源を古代ローマ風の衣装を纏い右手を
軽く上げたポーズからカピトリーノの丘上
にあるマルクス・アウレリウス・アントニウ
スの騎馬像、レオーネの息子ポンペイがフェ
リペ二世の入市式に準備したスペイン王の
肖像彫刻（1570）、その他フィレンツェのメ
ディチ家礼拝堂にミケランジェロが制作し
たジュリアーノ・デ・メディチの墓碑像、ヴ
ェネツィアのサンタ・マリア・デイ・フラー
リ教会堂におけるヤーコポ・サンソヴィーノ
作《洗礼者ヨハネ》（1550 年代後半）など様々
に指摘されてきたが、今回の調査でミラノ派
の宗教絵画からの影響もさらに確認でき、同
作家がローマで習熟した古典古代様式に加
え、同時代の複雑な人体表現を学びとり入れ
たまさにマニエリスム的作品であったこと
が明らかとなった。 
レオーネの古典様式と写実技量はとりわ
けカール五世に称賛され、アルバ公などハプ
スブルク家重鎮をはじめ、親ハプスブルク派
であったジェノヴァのアンドレア・ドーリア、
初代グアスタッラ公爵フェッランテ・ゴンザ
ーガ、本家マントヴァの依嘱も受けてハプス
ブルク帝国様式を成し、その文脈のなかでハ
プスブルク家の傭兵隊長であるヴェスパシ
アーノもまた同じマニエラで自分の肖像彫



刻を依頼していたと結論づけた。 
さらに、都市の公共広場に存命中の人物の
栄光を称えた 16 世紀の肖像彫刻としてジャ
ンボローニャ作トスカーナ大公コジモ一世
の騎馬像が先行例として挙げられるが、ヴェ
スパシアーノの彫像は彼の死に伴い、像主の
肉体と共に霊廟に遷座し、死後もつねに像主
の分身＝代理表象として像主と運命を共に
するなど、像の意味機能・受容形式に変化を
生んだ特異な作品であった点も考察した。 
図像学的には足元の大地の塊はサッビオ
ネータを表し、エル・エスコリアル修道院所
蔵のモル作《武装姿のフェリペ二世》でフェ
リペが微かに見える大地を踏みしめた姿で
スペイン帝国支配を示していたのと同様の
象徴性を担い、古代ローマの甲冑姿に君主の
肖像彫刻としては珍しい書物を左足の上に
置く姿は、文武両道として誉れ高いヴェスパ
シアーノのためのアトリビュートとしてレ
オーニが与えたものであった。 
先行研究ではまた右手の動きが正義の概
念に関連する古代ローマ皇帝のクレメンテ
ィアの身振りと一致するものと指摘してい
るが、身振り・姿勢についてはさらなる検討
を要するところであり、今回取り組んだ遷座
する像と併せて、これらの問題についてのよ
り詳細な検討・公刊を今後の課題として進め
ていく予定である。 
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